
動物の愛護及び管理に関する法律 

（特定動物の飼養又は保管の許可） 

第 26条 人の生命、身体又は財産に害を加えるおそれがある動物として政令で定める動物（以

下「特定動物」という。）の飼養又は保管を行おうとする者は、環境省令で定めるところに

より、特定動物の種類ごとに、特定動物の飼養又は保管のための施設（以下この節において

「特定飼養施設」という。）の所在地を管轄する都道府県知事の許可を受けなければならな

い。ただし、診療施設（獣医療法（平成４年法律第 46号）第２条第２項に規定する診療施設

をいう。）において獣医師が診療のために特定動物を飼養又は保管する場合その他の環境省

令で定める場合は、この限りでない。 

２ 前項の許可を受けようとする者は、環境省令で定めるところにより、次に掲げる事項を記

載した申請書に環境省令で定める書類を添えて、これを都道府県知事に提出しなければなら

ない。 

一 氏名又は名称及び住所並びに法人にあつては代表者の氏名 

二 特定動物の種類及び数 

三 飼養又は保管の目的 

四 特定飼養施設の所在地 

五 特定飼養施設の構造及び規模 

六 特定動物の飼養又は保管の方法 

七 特定動物の飼養又は保管が困難になった場合における措置に関する事項 

八 その他環境省令で定める事項 


